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長野F幌北安曇郡中土村の地元二り

松本測候所技手大久保久喜

北安曇郡中土村の地とは昭和9年2月中句より始まり火第に増して4月に至って

被害甚大となったが，時i合も積雪のため融雪を待ちつ Lあったが， 6月 12日長野測

候所長梶間技師の同地視察の報に接し，小職も命に依り筒技師と同行し被害欣況を調

査するの機合を得た。以下は共の寅地踏査の概要であって潟震は同技師の撮影に依る

ものである。

最近の地と 中土村は北安曇郡の北端にあわ北は新潟螺西頚城郡に界する。同村

に二渓流ありーを中谷川，ーを土谷川と云ふ，南西部にl吃立する立山 (939米〉を介

して何れも北東より南西に流れ姫川に合して糸魚川に至る。今岡の地とは中谷川下流
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の沿岸にある。

同地は第三紀の新居

に属する軟弱な司る粘土質

で，軽微の地とは例年四

季を通じて降雨降雪毎に

綾出する。既往の地とに

就ては記録に明かでない

泊三， ノ

(1)25，6年前宇坂部

落に地とあり。

(2') 10年前新屋敷部

落に地とあわ民家

は中谷川の封岸に移

f主ず。

(3) 昭和 2年清水山

上部落に地とあり人

家8戸被害あり。

(4) 昭和 7年山入部



長野野、北安曇郡中土村"}也と

(長野測候所長梶間百樹氏撮影〉

落に地とあわ人家4戸被

害あり。

今岡の地と(昭和9年 4

月 4 日) (1)中谷川の南

岸字白岩部落 (2)中谷

川の北岸字黒倉部落及び字

清水山部落 〈小字舛1，奈良

尾， 園子回y 牛ノ木平F 山

入，中屋敷，芝原を合む〉。

最初は2月 14日頃より

人家宅地に短裂た生じ之が

漸:弐増大すると共に家屋傾

斜し始め，積雲表面に大友

る亀裂を生じ，毎日 3糎，

又は 6糎，9糎と積雲の大

塊移動:ずるを知り沿防手に

より警戒して居た， 4月 4

日午後2時牛よれ 益 速々

度を早め， 午後6時頃に至

り一部は遂に中谷}llvc押し
出した。幸ひ霊聞であった

篤人畜の被害は菟れたが家

屋，橋梁，道路，山林，田畑等

に相営の被害があった。

地との原因地との原因

と考へられる黙は (1)土地軟弱にして傾斜せるとと。 (2)山林を濫伐して植裁不充

分なる ことo (3)護岸設備完全ならざる とと。 (4)中川の雨岸殊に荒慶地多きと と。

(5)地と個所より上部に「明き堰」あれ之れが決水に基くとと。 (6)本年は例年に

たく積雪多量に して最深の積雪は同村役場附近に於て 545糎(3月 28日〉忙及んだ。

以上の如く土地がとり易き欣態にあわ共の上降雨雲等の原因に依り断績的に生じ

たものと考へられる。
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